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the majority of physode A and AY， which contain both alginic acid and fuco-
san A， are non-metachromasic， since fu叩唱阻 Ahas a character of inhibiting 
the metachromasy阻，usedby alginic acid阻 dcr，ω，yl blue. 
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Polysiþhonz'a 細胞内~~~ける甘C 還元像

中沢信午勢

S. NAKAZAWA: TTC reduction patterns in PoZyBiph側伽 cells

植物細胞を生体染色した場合，細胞内で色素が分離して結晶状の小体を

形成することは PFEFFER(1886)によって発見され， PROWAZEK (1907， 1909)， 

Low (1916)および PRAT(1931)によって研究された。特に PRATは Poly-

siρ'honiaをメチレシブルーまたは中性赤で生体染色すると針状，帯状，紡錘
状などの形に分離がおこることを見ているが，くわしい記述がなく，また特

に，細胞内に最初から存在する小体に単に色素が吸着されて分離像があらわ

れるのか，あるいは色素粒子が集合する結果分離像を形成するのかは未解決

のまま残されている.此回筆者は Polysiρhoniaの細胞に TTCを吸収させ

てこれを細胞内で還元せしめ，特殊な還元像を得たのでこれを報告し，あわ

せて色素の分離について論議してみる.

材料は1957年4月に浅虫臨海実験所附近の岩礁から採集したPoly.宮抄Iho・

nia urceolataおよび P.fibrataで，それぞれ枝の先端を約lcm切りとっ

てMcIlbaine液で調節した pH5，6，7，8の海水にこれらを1時間保存して

から実験に供した。他方において同じく調節した pH5，6，7，8の海水にO.

05%の割合に TTC(2， 3， 5-triphenyle tetrazolium chloride)を溶かし，こ

* 山形大学文理学部
- 6ー



中沢 Polysiphoniα細胞内における Trci還元像 51 

れに実験材料をいれ，10分後にとり出

してスライド ガラスに媒液と共にのせ

カパーをかけて放置し，顕微鏡で観察

しTこ。

約 1時間たつと細胞内で TTCが

還元されてformazanの赤い沈でんが

生じはじめた。しかしその沈でんが一

様に生ずるのでなく ，とこ ろどころに

還元像を形成したl図1)。 還元像は棒

状，宇野状，コンマ状，また時には球状

である。これらは最初小さく ，長さl

μぐらいで，しだいに生長し長さ 100

μ，幅10μ ほどになる。頂端細胞では

還元像が形成されず， また TTCが還

図 1 P. ~trceolatα 

a) TTC還元前 b) 同一枝!こ
おける TTC還元像の形成

元されて赤色をあらわすこともない。還元は頂端から 2番目の細胞からはじ

まり，還元がおこれば必ず還元像があらわれる。頂端細胞では還元はおこら

ないけれども TTCが細胞内に透過している証明として， 1%の硫酸ソ ーダ

液をかけてやると頂端細胞内で未還元の状態で存在した TTCは還元されて

赤色になるこ とから知られる。

細胞を切開して還元像をおし出すと， 海水中にl比出された還元阪はその

まま残存する。 還元像は pH5~8 にわたってし 、ずれの区でも形成される。還

元像はまた毛状細胞にも生ずるが，そこでは球形またはコンマ形のものだけ

が生じ，帯状のものは生ずることがない。

還元像の生ずる場所は細胞質内で， 液胞ではない。細胞を側面からみる

と中央に巨大な液胞があるために細胞質は細胞膜に接して層をなすが，還元

像もまた細胞の中央には生じないで細胞質のある周辺部にのみ生じ，棒形の

還元像は細胞膜と平行にならぶよ うになる。 したがってまた，帯状の還元像

はその平たい面が細胞l践と平行に配列する。その結果これは検か ら見て糸

状，上から見て帯状にみえる。

細胞を 500Cの海水で2分間処理した場合には TTCの還元はおこらな

い。 また 5% フオノレマ リンで国定しても還元はおこらない。つまり TTC還

元およびその結果生ずる還元像は生きた細胞でなければおこらない。これは
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一般にTTC還元が生死判明に利用されることと一致した現象である(表1). 
TTC還元によって生じた還元像は中性赤で生体染色した場合にあらわ

れるものと非常によく似ていて区別することが困難であるが， 前者が70%

アルコールで落けないのに比して，後者はアルコールで直ちに溶け去る。し

かし両者が形態的に類似するということは，細胞内に最初から定形の1種の

細胞器官があって，そこに両者とも吸着されると考えた方が，単に色素の集

積とするよりはよいように思われる。がしかし，決定的なことはまだわから

ない。

表 1P. urcoolataの生細胞および死細胞内における TTCの還元

生 細 胞 殺 死 細 胞

pH5 pH6 pH7 T1三500C 60'・c 65"C 
フオル

マリン

+ + + 

Summary 

Wben cel1s of PO匂sかhoniaurcoolata and P. jihrata are immersed in sea 
water containing 0.05 per cent TTC. i. e. 2， 3， 5-triph回yltetrazolium chloride. 
the agent is reducedωformazan， so tba色deepred patterns app飽 rin cyto・
plasm. The reduction pat色町田areωvarious鍋 theyare of drop-， club-， com-
ma-， and plate-forms. The reduction does not occur in tbe ceIl killed witb 
bot s伺 wateror with fOl1Dalin. 
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